
 

 

 

 

 

 

 

「当たり前」ではないこと 

 

広島県立広島中学校 
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〈指導者の言葉〉 
 
広島中学校では，グローバル化時代に活躍できる人材の育成をめざし，中
高の６年間で論理的な思考力・表現力を身につけさせるために，「ことば科」
を開設しています。 
これまでの国語科の学習では，相手によりよく伝わる表現や場面や段落同
士のつながりなどについて考える学習を行っている。また，目的に応じて適
切な構成を工夫して書くように指導をしてきました。年間を通して，様々な
本を読み「読書レポート」にまとめる活動に取り組んでいます。本作品は，
これらの学習をいかすとともに，これまで身に付けた知識や技能を効果的に
用いながら，夏季休業を通じて取り組んだ生活体験文です。 
夏休み中の学校で，いつも「当たり前」だと思っていたことがそうでない
ことに気づき，人のために行動できる人になりたいと素直な言葉で，自分と
向き合いながら書かれています。中心となるエピソードや，自分の気持ちの
変化を周囲の変化とともにつづり，わかりやすい構成となっています。支え
てもらわないと生きていけないことや，自分にはできないことが多い中で，
感謝の気持ちを伝え，自分の成長とともに周りの人たちを支えていきたいと
いう決意とともに，彼女の人柄がにじみ出る作品である。 

 


